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1. はじめに 
　貧困地域の子どもたちの役に立つ探究がしたいと思ったのは、2年生の冬にフィリピン研修に
参加したことがきっかけだ。研修では、貧困地区訪問、小学校訪問、施設訪問、ホームステイな

どを行った。その中でも特に心に残ったのが、研修を主催している、日本の民間団体が運営する

児童養護施設を訪問したことだった。そこには貧困や、貧困からくる家庭問題などにより家族と一

緒に暮らせない子供たちが生活していた。施設は手作りの部分も多く、温かみを感じるものだっ

たが、1人の施設のスタッフがこう言った。「お金があったら、もっと設備を充実させられるのに。」
民営の児童養護施設は、後日訪ねた国営の児童養護施設ほど設備が充実しておらず、古かっ

た。その経験から私は、貧困地域の児童養護施設の子どもたちのために何かできることがない

か考えた。 
 
2.  序論 
　 私は「貧困地域の子どもたちのために、日本で何ができるか。」という問いを立てた。実際に貧
困地域へ足を運ぶことで、得られる情報や、成し遂げられることは多い。しかし、高校生の身で何

度も現地へ行くことは簡単ではないので、日本にいながらも、子どもたちのために何か役に立て

ることはないのか考えた。 
　フィリピンの貧困率は18.1%であり、子どもに限ると26.4%に達する(世界銀行、2021年)。教育
機会の欠如や幼い頃からの就労が問題になっている。児童養護施設で暮らす子どもたちもいる

が、フィリピンでは、福祉政策に対する予算が充分にないため、民間の施設へは国や地方自治

体からの補助金が一切なく、ほとんどの民営児童養護施設が寄付によってどうにか運営を成り

立たせている状況だ。子ども達の衣食住の確保だけで精一杯という施設が多く、心身ともに子ど

も達が充分なケアを受けることができないことが課題となっている。 
　 貧困の子どもたちのために、日本にいながら何かできることがないか探す中で、ひとつの活動
を見つけた。古本チャリティ募金という活動だった。それは、もう読まなくなった古本や、使わなく

なったCDを送ると、査定され、査定金額が慈善団体の活動資金として寄付されるというものだっ
た。私が行ったフィリピン研修を主催していた団体も、寄付先としてあった。私は、フィリピンの児

童養護施設の子どもたちのために、古本やCDを集めて送ろうと考えた。 
 
3.  本論 
　1人の力ではあまり集まらないと思ったので、地域の非営利団体に協力を依頼し、地域の子育
て広場で本を集めた。本を集める際、私がフィリピン研修で体験したこと、フィリピンの児童養護

施設の状況、団体の活動の説明を含めたポスターを作った。また、より高額になる本の種類は、

専門書や学術書であり、状態は、汚れなどがなくきれいな本の方が良いと条件に書かれていた

ので、そのような本が嬉しいと呼びかけた。子育て広場を利用する人たちに直接宣伝も行った。

さらに、1回集めるだけで終わらせず、別の地域の同じ団体が運営する子育て広場でも同様の活
動を行った。活動期間は5月から8月の4ヶ月間に及んだ。計120冊以上の本、約20冊のCDが集
まった。種類としては絵本や小説も集まったが、より高い金額となる専門書などが多かった。ま

た、どの本もきれいで状態が良かった。集まった本とCDは全て古本チャリティ募金に送り、その
査定額は貧困地域の子どもたちのために使われた。 

 
 



 

4. 結論  
　日本にいながらでも、実際に支援ができた。また、一人では、多額の寄付をすることは難しい

が、たくさんの人に協力してもらったことで、多くの本が集まって、結果的に多くのお金になった。

日本からでも支援できたのは嬉しいが、そもそも貧困地域の子どもたちを支援したいと思うように

なったのは実際にフィリピンに行ったからで、フィリピンの児童養護施設の現状も、現地に行って

見なければ詳しく分からなかったので、実際に現地に行くこともやはり大切だと分かった。 
　多くの本が集まり、多額を寄付できたとはいえ、今回の活動は一時的で微力なものであり、貧

困の根本的な解決にはならない。貧困問題を解決するためには、未来を担う子供たちへの教育

や支援を行い、貧困の連鎖を断ち切ることが重要であると考える。そのためには国や企業が動く

ことが必要であり、個人には難しいが、事実を知り、継続的で有益な支援をすることが、私たちに

できることだと考えた。 
 
 5. おわりに 
  「貧困地域の子どもたちの役に立ちたい」という漠然とした思いから始めた探究だったが、実際
に自分で支援方法を探すところから、協力の依頼、実行まで行い、日本にいながらも、微力では

あるが支援ができたことに喜びを感じた。また、本を集めるにあたって色々な方に協力していた

だいた。非営利団体の方や、子育て広場の方と、活動の計画について話し合ったり、助言をいた

だいたりして、社会との関わりや、協働力を身に付けられた。ひとつのプロジェクトを成し遂げるこ

とは、自分一人の力では決してできず、多くの人の助けがあって初めてできることだと実感した。 
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